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■特別会計の決算状況
事　業 歳　入 歳　出

村営水道事業
特別会計 ２億3,763万円 ２億3,464万円

国民健康保険事業
特別会計 ３億6,458万円 ３億6,274万円

農業集落排水事業
特別会計 １億503万円 １億392万円

公共下水道事業
特別会計 7,324万円 7,216万円

後期高齢者医療
事業特別会計 6,573万円 6,570万円

合　計 ８億4,621万円 ８億3,916万円

■村税の内訳
税　目 令和２年度 構成比
村民税 １億6,975万円 28.2％
固定資産税 ３億9,790万円 66.2％
軽自動車税 1,259万円 2.1％
村たばこ税 2,039万円 3.4％
入湯税 50万円 0.1％
村税総額 ６億113万円 100％

決
算
状
況

決
算
状
況

令
和
２
年
度

令
和
２
年
度

●財政用語【主な歳入】
〇村　税 ………… 個人・法人村民税、固定資産税、軽自動車税（種別割）、たばこ税など
〇村　債 ………… 村の借入金、事業を行うため県と協議をして借りたお金
〇地方交付税 …… 村が標準的な仕事をする際に不足する財源を村の財政状況に応じて国
　　　　　　　　  が交付するお金
〇国・県支出金 … 特定の目的のために国や県から交付されるお金

※（　）内は令和元年度の値

村が将来負担する可
能性のある実質的な
借金が年間収入に対
しどれくらいかの割
合を示すものです。
350％を超えると早
期健全化団体になり
ます。

財政基盤の強さを
表す指標で、数値
が１に近いほど財
政に余裕があると
されています。

10.6％
(10.6％)

31.4％
(28.1％)

0.265
（0.259）

１年間の収入と支出
を比べ、赤字の割合
を示すものです。村
の普通会計および特
別会計のいずれにつ
いても黒字でした。

収入に対する借金
の返済額の割合で、
借金の額が適正か
を判断する数値で
す。25％を超える
と村債の借り入れ
が制限されます。

黒字のため数値なし
（－）

9億
7,57

1万円
19.7％ 39億7,562 万円

80.3％

16億3,538万円
33.0％

８億2,364万円
16.6％

歳入総額

6億113万円
12.1%

49億5,133万円
自

主財
源

依存財源

12億1,631万円
24.6％

国庫支出金

１億6,320万円 3.3％
県支出金

交付金等

村債

村税

地方交付税その他
1 億 3,709 万円　2.8％

【交付金等内訳】
地方消費税交付金 　  8,984 万円
地方譲与税 　　　 3,683 万円
環境性能割交付金　　　188万円
株式譲渡所得割交付金　176万円
法人事業税交付金　　　142万円
配当割交付金 　　　　  153 万円
地方特例交付金 　　　 297 万円
利子割交付金 　　　　　 35万円
交通安全対策特別交付金  51 万円

3億 1,239 万円　6.3％
【その他内訳】
繰入金 1億 2,280 万円
諸収入 　　 8,518 万円
繰越金 　　 6,997 万円
財産収入  2,846 万円
寄付金 　　　　 598 万円

2,192万円 0.5%分担金及び負担金
4,027万円 0.8%使用料及び手数料

歳
入
歳
入

　

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
が
９
月
定
例
議
会
で
審
議
さ
れ
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
歳
入
決
算
額
49
億
５
１
３
３
万
円
、
歳
出
決
算
額
48
億
５
６
６
万
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

１
億
４
５
６
７
万
円
で
す
が
、
繰
越
額
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
実
質
収
支
は
１
億
３
５
２
７
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
歳
出
決
算
額
は
前
年
度
対
比
25
・
５
％
、
９
億
７
７
４
４
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
大
幅
な
増
額
は
、

庁
舎
建
設
事
業
等
の
大
型
事
業
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
が
要
因
で
す
。

　

村
営
水
道
事
業
な
ど
の
特
別
会
計
の
歳
出
は
全
会
計
で
８
億
３
９
１
６
万
円
。
前
年
度
に
比
べ
６
３
３
６
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
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●
総
務
費

・
庁
舎
建
設
事
業

４
億
６
７
６
万
円

・
地
域
公
共
交
通
運
行
事
業

（
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
購
入
含
む
）

４
１
９
４
万
円

★
特
別
定
額
給
付
金
事
業

３
億
５
８
８
０
万
円

●
土
木
費

・
村
道
長
野
殿
線
改
良
事
業

（
大
桑
橋
整
備
工
事
）

５
億
９
４
６
８
万
円

・
村
道
中
学
校
東
線
改
良
事
業

３
０
１
８
万
円

・
蛇
抜
沢
護
岸
整
備
事
業

５
４
２
１
万
円

・
村
営
新
田
西
団
地
建
設
事
業

１
億
１
６
０
３
万
円

●
民
生
費

・
福
祉
医
療
給
付
事
業１

４
１
１
万
円

・
保
育
園
運
営
事
業

４
８
８
５
万
円

●
教
育
費

・
中
学
校
村
費
職
員
採
用６

３
２
万
円

★
学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業

２
６
０
６
万
円

★
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入１

２
９
５
万
円

★
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
購
入
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備

２
４
７
９
万
円

・
ス
ポ
ー
ツ
公
園
整
備
事
業

４
５
０
５
万
円

●
農
林
水
産
業
費

・
中
尾
沢
村
有
林
皆
伐
事
業

（
新
庁
舎
建
材
）

２
２
７
３
万
円

・
林
道
松
渕
深
沢
線
災
害
復
旧
事
業

（
災
害
復
旧
費
を
含
む
）７１

０
８
万
円

・
林
道
野
尻
与
川
線
改
良
事
業

１
４
３
１
万
円

●
商
工
費

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

支
援
事
業

１
億
４
８
０
２
万
円

・
阿
寺
渓
谷
管
理
経
費

７
２
７
万
円

●
衛
生
費

・
各
種
検
診
委
託

８
２
３
万
円

・
木
曽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
運
営
負
担
金

４
９
４
２
万
円

●
議
会
費

・
議
員
報
酬
等

２
６
８
７
万
円

●
災
害
復
旧
費

・
村
道
大
沢
線
災
害
復
旧
事
業

７
０
２
万
円

●
消
防
費

・
消
防
団
運
営
事
業

１
８
４
７
万
円

★
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業

●財政用語【主な歳出】
〇人件費 …………… 職員の給与、議会議員の報酬、各種委員会委員の報酬など
〇扶助費 …………… 各種医療費の助成や児童手当、高齢者・障害者福祉費など
〇公債費 …………… 借入金（村債）を返済するためのお金
〇普通建設事業費 … 道路や橋梁など公共施設の建設費

そ
の
他
経

費
義務的

経
費

投資的
経費

５億8,273万円
12.1％

15億8,704万円
33.0％

歳出総額
48億566万円

3,365万円
0.7％

災害復旧事業

普通建設事業費

人件費

２億2,204万円
4.6％

扶助費

４億5,084万円
9.4％

公債費
その他

19 億 2,936 万円　40.2％
【その他内訳】
補助費等 9 億 3,380 万円
物件費 　　 4億 7,687 万円
繰出金 　　 3億 4,202 万円
積立金 　　   1億 408万円
維持補修費 　 7,259 万円

7億 8,679 万円　16.4％
【その他内訳】
農林水産費 2億 5,688 万円
商工費　　　 2億 2,038 万円
衛生費　　　 2億 1,279 万円
議会費　　　　　  4,478 万円
災害復旧費　　　  3,277 万円
消防費　　　　　  1,847 万円
労働費　　　　　　　72万円

14億8,671万円
30.9％

総務費

10億6,713万円
22.2％

土木費
6億6,007万円
13.7％

民生費

4億5,084万円
9.4％

公債費

3億5,412万円
7.4％

教育費

その他

歳
出
歳
出

性質別

目的別

一
般
会
計
の
主
な
事
業

一
般
会
計
の
主
な
事
業
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区　分 給料（報酬）
月額

期末手当
支給割合

村　長 695,000円

 6 月期：1.675
12月期：1.675
計　3.350月分

副村長 610,000円

教育長 553,000円

議　長 242,000円

副議長 169,000円

委員長 156,000円

議　員 149,000円

⑺特別職の給料（報酬）月額（令和３年４月１日現在）

５. 職員の服務の状況

区分 申請件数 許可件数

報酬を得て事業
もしくは事務に
従事する場合 

0件 0件

営利企業等の従事許可の状況（令和２年度）

制度の概要 平均取得日数

１年につき
20日付与 7.5日

⑵年次有給休暇の状況（令和２年中）

３. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

⑴職員の勤務時間（令和３年４月１日現在）
開始時刻 休憩時間 週休日・休日

午前８時30分
午後０時

午後１時

・土曜日および日曜日
・祝日法に規定する休日
・12月29日から
　 翌年1月3日まで

終了時刻

午後５時15分

～

処分の別 件　数

分限処分 該当なし

懲戒処分 該当なし

４. 分限及び懲戒処分の状況 （令和２年度）
⑵公務災害の発生状況（令和２年度）

区　分 件　数
職務遂行中の負傷 １件

⑶利益の保護の状況（令和２年度）
区　分 件　数

不利益処分に関する
不服申し立てに係る

　　  　書類の交付件数　　
0件

７. 職員の福祉および利益の保護の状況

区　分 対象者 受診者数
人間ドック 30歳以上 57人
成人病健診 30歳未満 17人

⑴職員の定期健康診断の状況（令和２年度）

「大桑村人事行政の運営等の公表に関する条例」に基づき、　　　職員の勤務や給与条件などの状況について公表します。　職員の勤務や給与条件などの状況について公表します。

村 職 員 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況の 運 営 等 の 状 況
６. 職員の研修等の状況

区分 研修内容 受講者数

部課長研修 管理職としての役割と重
要課題の研究 ５人

一般職員研修 地方自治体職員としての
倫理観の再認識 ５人

新規採用職員研修
（前期・後期）

職務上必要な知識や技能、
適応能力の向上 ４人

財産管理事務研修 財産の適正な管理の習得 １人

契約実務研修 透明性・公平性の確保のた
め法制度や基礎知識の取得 １人

部下育成支援研修 部下の育成に必要なコミュ
ニケーション技術の習得 ２人

公営企業経理事務
研修

公営企業の経営に必要な
専門的知識の習得 １人

使用料等の債権回収 使用料等に係る債権の回収
に必要な専門的知識の習得 １人

メンタルヘルス、
ゲートキーパー研修

メンタルヘルスケアと快
適な職場づくり 56人

債権管理事務研修 私債権の適正な管理手続
きや回収方法の習得 １人

住民税事務研修 適正かつ効率的な住民税
事務の執行能力の習得 １人

税務管理・徴収事務
研修

税の収入管理及び徴収事
務に必要な意識の習得 １人

（令和２年度）

区　分 件　数
勤務条件に関する措置の要求の状況 0件

不利益処分に関する
不服申し立ての状況 0件

８. 公平委員会の報告事項 （令和２年度）
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支給期
職　員 特定幹部職員

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
６月期 1.275月分 0.950月分 1.075月分 1.150月分
12月期 1.275月分 0.950月分 1.075月分 1.150月分
計 2.550月分 1.900月分 2.150月分 2.300月分

⑷職員手当の状況（令和３年４月１日現在）

２. 職員の給与の状況

年
度

住民基本
台帳人口
（年度末）

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ /Ａ）

2 3,544 人 4,805,655 千円 582,732 千円 12.1％ 
元 3,578 人 3,828,216 千円 539,064 千円 14.1％

⑴人件費の状況（普通会計決算）

区　　　分 一般行政職
高校卒 150,600 円
短大卒 163,100 円
大学卒 182,200 円

⑸職員の初任給の状況（令和３年４月１日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的
な職務
内 容

主事
技師 主任 主査

係長
上級
主査

課長
補佐 課長 総括

課長

職員数
（人） 13 17 13 20 1 9 1 74

構成比
（％） 17.6 23.0 17.6 27.0 1.4 12.2 1.4 100.0 

⑹一般行政職の級別職員数（令和３年４月１日現在）

１. 職員の任免及び職員数に関する状況

職　種 R2.4.1
現在 退職者数 採用者数 R3.4.1

現在
一般事務 56 1 2 57
保 健 師 6 0 0 6
栄 養 士 1 0 0 1
保 育 士 9 0 0 9
司 書 0 0 1 1
計 72 1 3 74

⑴職員の採用・退職の状況 （単位：人）

区　分 職員数 対前年
対　比令和２年度 令和３年度

一般行政
部　　門

議 会 1 1 0
総 務 21 21 0
税 務 3 3 0
民 生 16 17 1
衛 生 7 7 0
農 水 6 6 0
商 工 2 2 0
土 木 5 5 0
小 計 61 62 1

特別行政
部　　門

教 育 6 7 1
小 計 6 7 1

公営企業等
会計部門

水 道 1 1 0
下水道 2 2 0
その他 2 2 0
小 計 5 5 0

合　計 72 74 2

⑸部門別職員数 （単位：人）

※職員数は一般職に属する職員数です。

職員数
（Ａ）

給　　与　　費 １人当たり
の給与費
（Ｂ /Ａ）給　料 職員手当 計（Ｂ）

74人 245,464 千円 139,364 千円 384,828 千円 5,200 千円 

⑵給与費の状況（令和３年度全会計）

※給与費は、当初予算に計上した額です。

一　般　行　政　職
平均給料月額 平均年齢
280,837 円 37.0 歳

⑶職員の平均給料月額等（令和３年度一般会計）

※一般行政職…
　行政一般の事務を
　する職員

退　職 免　職 失
職

出
向 計定

年
勧
奨

普
通

整
理

死
亡

分
限

懲
戒

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

⑵事由別の退職者数（令和２年度） （単位：人）

「大桑村人事行政の運営等の公表に関する条例」に基づき、　　　職員の勤務や給与条件などの状況について公表します。「大桑村人事行政の運営等の公表に関する条例」に基づき、　　

村 職 員 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況村 職 員 人 事 行 政

⑶採用試験の実施状況（令和２年度） （単位：人）
職　種 申込者数 受験者数 採用者数
一般行政 7 7 2
保 健 師 0 0 0
栄 養 士 0 0 0
保 育 士 0 0 0
司 書 6 6 1
計 13 13 3

再任用制度による任用職員数 該当なし
任期を定めた職員の採用数 該当なし

⑷その他の任用状況（令和２年度） （単位：人）
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第
39
回
大
桑
村
駅
伝
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
団
体
は
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日　

時
11
月
６
日
㈯　

※
小
雨
決
行

午
前
８
時
30
分
〜　

受
付
開
始

会　

場

　

大
桑
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格

　

小
学
校
３
年
生
以
上
で
、
村
内
在
住

ま
た
は
村
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
人
。

　

１
チ
ー
ム
７
名
以
内
（
選
手
５
名
、

補
欠
２
名
）
で
男
子
の
部
、
女
子
の
部

に
分
け
ま
す
。
男
女
混
合
で
も
参
加
は

　

令
和
４
年
度
保
育
園
新
規
入
園
の

説
明
会
を
行
い
ま
す
。
入
園
を
希
望

す
る
人
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

日　

時
11
月
15
日
㈪　

午
前
10
時
〜

会　

場

　

須
原
地
区
館

そ
の
他

　

新
規
入
園
の
申
込
受
付
期
間
は
11

月
15
日
㈪
〜
12
月
２
日
㈭
で
す
。
入

園
説
明
会
に
出
席
で
き
ず
申
込
書
類

が
必
要
な
人
は
、
教
育
委
員
会
ま
た

は
保
育
園
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

可
能
で
す
が
、
男
子
の
部
で
の
参
加
と

な
り
ま
す
。

申
込
期
限

10
月
25
日
㈪

そ
の
他

10
月
27
日
㈬
午
後
７
時
か
ら
村
民
体

育
館
で
代
表
者
会
議
を
行
い
ま
す
。
各

チ
ー
ム
の
代
表
者
は
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　

℡
＊
＊
55
‐
１
０
２
０

　
　

55
‐
２
６
０
７

　

９
月
29
日
、
大
桑
小
学
校
５
年
生
が

稲
刈
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
村
内
の
有
志
で
米
作
り
に

取
り
組
む
「
や
っ
て
み
隊
」
が
管
理
す

る
田
へ
児
童
が
自
ら
田
植
え
を
し
、
刈

取
り
を
し
た
も
の
で
す
。
同
隊
員
か
ら

刈
り
方
や
束
ね
方
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
は
保
育
園
で
体
験
し
て
以
来
、

久
し
ぶ
り
と
い
う
児
童
が
多
く
、
初
め

は
不
慣
れ
な
手
つ
き
の
児
童
も
い
ま
し

た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
手
際
よ

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
刈
る
役
と
束
ね

て
ヒ
モ
で
縛
る
役
に
分
担
し
て
、
協
力

し
合
い
な
が
ら
作
業
を
進
め
、
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
「
稲
を
束
ね
て
ヒ
モ
で

縛
る
作
業
が
難
し
か
っ
た
け
ど
上
手
く

で
き
た
」
、
「
自
分
達
で
収
穫
し
た
米

の
味
が
楽
し
み
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

稲
は
小
学
校
の
敷
地
内
で
乾
燥
さ
せ
、

脱
穀
、
精
米
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

に
持
ち
帰
っ
て
食
べ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
　
　

  

参
加
チ

参
加
チ
ーー
ム
募
集

ム
募
集

収
穫
作
業
を
体
験

収
穫
作
業
を
体
験

FAX

駅
伝
大
会

保
育
園  

入
園
説
明
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
子
ど
も
教
育
係

　

℡
＊
＊
55
‐
１
０
２
０
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９
月
10
日
、
大
桑
中
学
校
１
年
生
が

防
災
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

防
災
を
テ
ー
マ
と
し
た
総
合
学
習
の

一
環
で
、
こ
の
日
は
避
難
所
運
営
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
役
場
の
下
野
危
機

管
理
係
長
を
講
師
と
し
、
８
月
豪
雨
災

害
で
の
対
応
や
事
前
学
習
で
生
ま
れ
た

疑
問
の
回
答
を
聞
く
な
ど
し
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
「
長
期
避
難
と
な
っ

た
際
に
ど
の
よ
う
に
感
染
症
対
策
を

行
っ
て
い
く
の
か
」
、
「
精
神
面
の
ケ

ア
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
」
、

　

９
月
３
日
、
大
桑
中
学
校
で
３
年
生
を
対
象

と
し
た
進
路
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
同
校
の
卒
業
生
で
役
場
総
務
課
の

古
瀬
さ
く
ら
さ
ん
と
建
設
水
道
課
の
古
畑
伊
織

さ
ん
の
２
人
が
務
め
ま
し
た
。

　

２
人
は
郡
内
の
違
う
高
校
の
卒
業
生
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
へ
進
学
を
決
め
た
こ
と
や
就

職
先
を
役
場
に
決
め
た
時
期
や
理
由
な
ど
を

テ
ー
マ
に
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

進
路
を
考
え
る
時
期
の
生
徒
た
ち
は
、
真
剣

に
聞
き
入
り
、
懸
命
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
「
出
身
高
校
の
校
則
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
」
、
「
就

職
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
た
か
」
な
ど
将
来
を
見
据
え
た
具
体
的
な
質
問
が

挙
が
り
、
進
路
を
考
え
る
上
で
の
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

「
ペ
ッ
ト
同
伴
の
避
難
者
へ
は
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
」
な
ど
実
際
の
避

難
所
運
営
で
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
へ
の
質
問
が
多
く
、
生
徒
た
ち
が
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
９
月

24
日
、
25
日
に
開
催
し
た
桑
華
祭
で
発

表
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
避
難
所
運
営
体
験
な
ど
を
行

い
、
更
に
理
解
を
深
め
て
い
く
と
の
こ

と
で
す
。

中
学
校

中
学
校 

防
災
学
習

防
災
学
習

進
路
講
話

進
路
講
話

▲防災学習の様子

▲ステージ発表の様子

▲進路講話の様子

　

村
内
郵
便
局
で
販
売
し
て
い
る
『
お
お
く

わ
ま
ん
ぷ
く
商
品
券
』
の
購
入
引
換
券
の
有

効
期
限
は
10
月
29
日
㈮
ま
で
で
す
。
こ
の
日

を
過
ぎ
る
と
、
購
入
引
換
券
を
使
用
し
て
の

購
入
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

11
月
10
日
㈬
か
ら
は
、
購
入
引
換
券
に
同
封
し
た
村
民
パ
ス
ポ
ー
ト
を
利

用
し
て
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

販
売
中

販
売
中

▲購入引換券（見本）
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９
月
15
日
、
村
と
村
議
会
が
連
名
で

大
桑
村
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
表
明
し

ま
し
た
。

　

近
年
、
世
界
各
地
で
頻
発
す
る
大
規

模
災
害
や
生
態
系
の
破
壊
は
地
球
温
暖

化
が
原
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
抑
制
や
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
の
促
進
等

に
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で

す
。

　

宣
言
に
際
し
て
議
長
は
「
確
実
に
温

暖
化
が
進
ん
で
い
る
中
で
、
地
球
環
境

を
守
る
こ
と
は
我
々
の
責
務
で
あ
る
」

と
話
し
、
村
長
は
「
小
さ
な
山
村
か
ら

も
声
を
挙
げ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

一
つ
一
つ
を
着
実
に
進
め
て
い
く
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

気
候
非
常
事
態
宣
言

気
候
非
常
事
態
宣
言

 

金
井　

元

楽
し
い

楽
し
い    
お
い
し
い

お
い
し
い    

嬉
し
い
を

嬉
し
い
を

目
指
し
て
。

目
指
し
て
。

　

新
人
地
域
お
こ
し
協
力
隊
農
業
担
当

の
金か

な

井い  

元げ
ん

で
す
。
東
京
郊
外
に
生
ま

れ
ず
っ
と
都
心
に
通
学
、
通
勤
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

数
年
前
よ
り
木
曽
と
東
京
を
行
き

来
す
る
よ
う
に
な
り
、
古
民
家
の
リ

フ
ォ
ー
ム
、
屋
敷
木
の
伐
採
や
少
量
多

品
種
栽
培
の
畑
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
桑
村
を
好
き
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
定
勝
寺
の
花
祭
り
と
夜
桜
ま
つ
り

に
参
加
し
た
こ
と
で
す
。
初
め
て
来
た

の
に
ど
こ
か
懐
か
し
く
、
ホ
ル
ン
の
響

き
や
野
点
の
お
茶
で
ゆ
っ
た
り
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
せ
た
か
ら
で
す
。
コ
ロ

ナ
だ
け
ど
夜
桜
ま
つ
り
は
ど
う
か
な
？

と
パ
ソ
コ
ン
を
開
い
た
時
に
協
力
隊
員

の
募
集
を
知
り
ま
し
た
。

　

７
月
か
ら
村
内
認
定
農
業
者
さ
ん
の

圃ほ

場じ
ょ
う

で
花
き
栽
培
や
水
稲
の
研
修
を
受

け
て
い
ま
す
。
村
の
農
業
の
未
来
に
繋

が
る
勉
強
や
情
報
収
集
に
も
努
め
て
い

ま
す
。
来
年
は
『
大
桑
ブ
ラ
ン
ド
』
と

な
る
よ
う
な
品
種
探
し
、
試
験
栽
培
を

開
始
し
ま
す
。
地
域
の
農
家
さ
ん
と
情

報
交
換
し
な
が
ら
有
機
自
然
栽
培
を
模

索
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

有
機
作
物
は
単
価
が
高
い
も
の
で
す

が
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
作
る
際
に
イ
メ
ー
ジ
ほ
ど
は
労
力

の
か
か
ら
な
い
こ
と
や
村
の
知
名
度
が

上
が
り
移
住
者
獲
得
へ
繋
が
る
な
ど
メ

リ
ッ
ト
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
５

月
に
農
林
水
産
省
は
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
耕
地
面
積
に
占
め
る
有
機
農
業
取

り
組
面
積
を
25
％
（
１
０
０
万　

）
へ

拡
大
を
目
指
す
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
化
学

農
薬
50
％
削
減
な
ど
農
業
の
環
境
負
荷

軽
減
を
目
指
す
世
界
的
な
取
組
の
一
環

で
す
。

　

兼
業
農
家
が
多
い
大
桑
村
で
農
地
と

文
化
を
守
っ
て
い
く
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
持
続
し
や
す
い
農
法
で
、
そ
の
人
そ

の
土
地
で
作
り
や
す
い
作
物
選
び
が
大

切
か
と
思
い
ま
す
。
無
理
の
な
い
、
競

合
の
少
な
い
産
物
を
選
び
開
発
す
る
こ

と
で
「
大
桑
村
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を

生
み
、
村
民
み
ん
な
で
共
有
し
て
い
く

こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
需
要

の
高
い
消
費
者
層
へ
「
響
く
」
商
品
と

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
お
米
の
値
段

を
見
て
も
、
有
機
や
自
然
米
、
特
殊
米

は
５
０
０
円
／
㎏
〜
１
０
０
０
円
／

㎏
と
高
価
で
す
。
大
桑
村
の
印
象
を
高

め
、
後
継
者
作
り
に
も
繋
が
る
か
と
思

い
ま
す
。
信
州
の
伝
統
野
菜
販
売
や

桑
茶
を
は
じ
め
と
し
た
山
の
幸
を
生

か
す
商
品
づ
く
り
も
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
グ
ラ
ス

フ
ェ
ッ
ト
放
牧
牛
に
も
興
味
を
惹
か

れ
て
い
ま
す
。

　

あ
れ
こ
れ
夢
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、

ま
だ
ハ
イ
ハ
イ
も
覚お

ぼ

束つ
か

な
い
状
態
で

田
畑
や
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
、
水
田
除
草

機
な
ど
の
機
械
類
も
こ
れ
か
ら
探
さ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
田
畑
や

不
要
な
器
具
機
械
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
突
然
お
声
を
か
け
て
教
え

を
仰
ぐ
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

日
光
ア
レ
ル
ギ
ー
な
の
で
覆
面
状
態

で
圃
場
に
い
ま
す
が
怪
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
！
（
笑
）。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ha
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保健センター保健センター
TEL ＊＊ 55-4003（直通）TEL ＊＊ 55-4003（直通）

mail mail cent@vill.ookuwa.nagano.jpcent@vill.ookuwa.nagano.jp

保健センタ保健センターー
だよりだより

保健師　藤原 ちよ保健師　藤原 ちよ

　

が
ん
は
、
日
本
人
の
死
因
の
第
１
位

で
あ
り
、
が
ん
に
よ
り
亡
く
な
る
人
は

年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
男
性
の
約

３
人
に
２
人
、
女
性
の
約
２
人
に
１
人

が
生
涯
の
う
ち
に
が
ん
に
か
か
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

が
ん
は
他
人
事
で
は
な
い
と
言
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
受
診
傾
向

　

日
本
対
が
ん
協
会
の
調
査
で
は
、

２
０
２
０
年
に
が
ん
検
診
を
受
け
た
人

が
前
年
よ
り
約
３
割
減
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の

が
ん
検
診
の
受
診
控
え
や
が
ん
検
診
の

延
期
や
中
止
と
な
っ
た
こ
と
の
影
響
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

　

が
ん
は
症
状
が
出
に
く
い
病
気
で
あ

村
の
が
ん
検
診
の
予
定

　

今
後
、
村
で
実
施
す
る
が
ん
検
診
は

〈
表
２
〉
の
と
お
り
で
す
。
感
染
症
予

防
対
策
を
徹
底
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
こ

の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

”自
分
の
た
め
“

”家
族
の
た
め
“

”大
切
な
人
の
た
め
“

に
も
、
定
期
的
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

が
ん
検
診

が
ん
検
診
をを
定
期
的

定
期
的
にに

 

受
診
し
ま
し
ょ
う

受
診
し
ま
し
ょ
う

り
、
１
年
以
上
先
延
ば
し
に
す
る
こ
と

は
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
大
切
さ

医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
が
ん
は
不
治

の
病
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
早
期
に

発
見
し
適
切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
完
治

も
可
能
で
す
。
早
期
で
見
つ
か
っ
た
場

合
と
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
見
つ
か
っ

た
場
合
で
は
５
年
後
の
生
存
率
が
大

き
く
異
な
り
ま
す
。
が
ん
を
治
す
に

は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
カ
ギ
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
が
ん
検
診
を

受
診
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
検
診
で

「
精
密
検
査
が
必
要
」
と
判
定
さ
れ
た

ら
、
必
ず
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

定
期
検
診
が
必
要
な
理
由

　

早
期
治
療

に
つ
な
げ
る

た
め
に
は
、

が
ん
を
早
期

に
発
見
す
る

必
要
が
あ
り

ま
す
。
し
か

し
、
早
期
に

が
ん
を
発
見

で
き
る
期
間

は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
１

つ
の
細
胞
が
１
㎝
の
が
ん
細
胞
に
な
る

ま
で
に
10
年
以
上
か
か
り
ま
す
が
、
１

㎝
の
が
ん
が
２
㎝
に
な
る
期
間
は
わ
ず

か
１
〜
２
年
で
す
。
早
期
が
ん
と
呼
ば

れ
る
細
胞
の
大
き
さ
は
直
径
２
㎝
ま
で

で
す
。
そ
の
た
め
、
１
〜
２
年
毎
に
検

診
を
受
け
な
い
と
、
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

が
ん
も
予
防
で
き
る
？

が
ん
の
発
生
は
生
活
習
慣
と
深
い
か

か
わ
り
が
あ
り
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ

い
た
予
防
法
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
定

期
受
診
と
と
も
に
が
ん
の
リ
ス
ク
を
下

げ
る
た
め
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

喫　煙 たばこは吸わない。他人のたばこの煙を
できるだけ避ける。

飲　酒 節度のある飲酒。

食　事 食事はバランスよく摂る。（減塩、野菜・果物不
足にならないように、熱い飲食物は冷ましてから）

身体活動 日常生活を活動的にする。

体　形 適正体重を維持する。

感　染 肝炎ウイルスやピロリ菌等、必要に応じ
検査や適切な治療を。

出典：国立がん研究センターがん対策情報センター「がん情報サービス」

〈 表１〉

検診日 会　場

子宮がん検診 
乳がん検診（超音波・マンモ） 11月 11日 野尻地区館

乳がん検診（超音波） 11月 25日 保健センター

肺がん検診 11月 17、18日 村民体育館

胃・大腸がん検診
３月  ３ 、  ４ 日 保健センター
３月 10、11日 野尻地区館

＊ 子宮がん・乳がん（マンモ）検診（信州クーポン希望者）は、
令和４年３月末日まで委託医療機関で受診することができます。

〈 表２〉

がんを早期に発見できる期間は１～２年です

10年以上 早期発見

１㎝ ２㎝

１～２年
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情報掲示板情報掲示板

問  

総
務
省
信
越
総
合
通
信
局

℡
０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
６
１

　

総
務
省
で
は
、
10
月
を
受
信

環
境
ク
リ
ー
ン
月
間
と
定
め
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

防
止
に
向
け
た
活
動
を
集
中
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
電
波

は
、
電
気
製
品
か
ら
発
生
す
る

電
気
雑
音
、
不
法
無
線
局
の
発

射
電
波
等
の
要
因
に
よ
り
受
信

を
妨
害
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら

な
い
、
ラ
ジ
オ
に
雑
音
が
入
っ

て
聞
け
な
い
場
合
に
は
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

★
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の

受
信
障
害
に
関
す
る
こ
と

　

受
信
障
害
対
策
官

℡
０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
９
１

★
不
法
無
線
局
に
関
す
る
こ
と

　

監
視
調
査
課

℡
０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
７
６

問  

長
野
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室

℡
０
２
６
‐
２
２
３
‐
０
５
５
５

　

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
「
長
野
県
最
低
賃
金
」
が
、

令
和
３
年
10
月
１
日
㈮
か
ら
時

間
８
７
７
円
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
に
は
、
業
務
改
善
助
成
金
な

ど
の
支
援
制
度
も
あ
る
の
で
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常

の
労
働
時
間
、
労
働
日
に
対

応
す
る
賃
金

で
あ
り
、
臨

時
に
支
払
わ

れ
る
賃
金
、

精
皆
勤
手

当
、
通
勤
手

当
及
び
家
族

手
当
な
ど
は

含
ま
れ
ま
せ

ん
。

問   

長
野
Ｌ
Ｐ
協
会
木
曽
支
部

℡
23
‐
３
６
８
３

10
月
23
日
㈯
か
ら
29
日
㈮
は

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
保
安
活
動
促

進
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
の
正
し
い
使
い
方

を
改
め
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
外
出
や
就
寝
の
際
に
は
、
台

所
や
室
内
の
ガ
ス
の
元
栓
を

締
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る

際
に
は
、
定
期
的
に
部
屋
の

窓
を
開
け
て
換
気
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
と
き

に
は
す
ぐ
に
火
を
消
し
、
室

内
の
元
栓
を
締
め
て
く
だ
さ

い
。
再
び
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を

使
用
す
る
際
に
は
、
販
売
店

の
点
検
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
ガ
ス
が
流
出
し
て
い
る
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
容
器
を
発
見
し
た
際

は
、
み
だ
り
に
触
れ
た
り
せ

ず
、
容
器
の
所
有
者
や
協
会

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間

問   

木
曽
広
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

℡
＊
＊
21
‐
２
２
１
２

　

郡
内
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

契
約
に
関
す
る
訪
問
勧
誘
で

悪
質
な
事
例
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。「
ケ
ー
ブ
ル
を
交
換
し
ま

す
」「
プ
ロ
バ
イ
ダ
が
変
わ
り

ま
す
」
と
言
っ
て
、
契
約
内
容

を
十
分
に
説
明
せ
ず
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
契
約
を
促
す
も
の
で
す
。

　

木
曽
広
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
は
、
契
約
業
務
の
た
め
に
職

員
が
各
戸
を
訪
問
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

社
名
を
明
確
に
名
乗
ら
な

い
、
名
刺
を
渡
さ
な
い
と
い
っ

た
怪
し
い
訪
問
勧
誘
が
あ
っ
た

場
合
は
、
そ
の
場
で
契
約
し
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問   
大
桑
村
歴
史
民
俗
資
料
館

℡
＊
＊
55
‐
３
５
５
０

　

大
桑
村
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
『
く
わ
っ
こ
工
房
』
の
活

動
の
成
果
を
発
表
す
る
く
わ
っ

こ
工
房
活
動
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

く
わ
っ
こ
工
房
へ
通
所
す
る

皆
さ
ん
が
日
々
の
創
作
活
動
で

制
作
し
た
絵
画
や
染
物
、
陶
器

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

場　

所

　

大
桑
村
歴
史
民
俗
資
料
館

開
催
日

10
月
30
日
㈯
〜
11
月
７
日
㈰

  

（
月
曜
日
休
館
）

悪
質
な

訪
問
勧
誘
に
注
意

く
わ
っ
こ
工
房
活
動
展

受
信
環
境

ク
リ
ー
ン
月
間

最
低
賃
金
改
正

問

申   （
公
社
）長
野
県
建
築
士
会

℡
０
２
６
‐
２
３
５
‐
０
５
６
１

　

地
球
温
暖
化
防
止
施
策
の
一

環
で
、
既
存
住
宅
等
の
省
エ
ネ

改
修
を
促
進
す
る
た
め
、
一
定

の
知
識
、
技
術
を
習
得
し
た
建

築
士
が
、
住
宅
の
省
エ
ネ
性
能

の
診
断
と
提
案
を
し
ま
す
。
申

し
込
み
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
受
け
付
け
ま
す
。

住
宅
の
省
エ
ネ
性
能

無
料
診
断

▲
建築物の省エネ
改修サポート制度

10　広報 おおくわ 10 月号　広報 おおくわ 10 月号　



①中央公民館、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、⑦その他

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　

まなびましょう
マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎

生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 10、17、24
英 会 話 ② 19：30 10、17、24
手 話 ① 19：00 4
日 本 語 教 室 ⑦ 10：00 27
押 し 花 教 室 ② 10：00 17
パ ッ チ ワ ー ク ① 9：30 10、24
レザークラフト ① 9：30 2、16
陶 芸 教 室 ④ 10：00 26、27
コール・マルベリー ② 19：30 4、11、18、25
詩吟岳風会大桑教室 ⑥ 9：30 10、17
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 12：30 9、30
リフレッシュヨーガ ① 19：00 10、17、24
ヨ ガ ② 14：00 13、27
あゆみ整体教室 ① 19：00 1、15
フラ教室〈昼〉 ⑤ 13：30 1、8、15
フラ教室〈夜〉 ⑤ 19：30 2、9、16
大桑ダンシングフレンズ ⑤ 14：00 6、20
日本舞踊はなやぎ会 ⑤ 14：00 13、27
池坊いけばな教室 ③ 12：30 16、30
笑 い ヨ ガ ② 13：30 25

11月

の行事予定
1 月
2 火 健康教室（野尻地区館）

3 水
4 木
5 金
6 土
7 日
8 月
9 火 健康教室（野尻地区館）

10水
11木 子宮・乳がん検診　９：00～（野尻地区館）

12金
13土
14日
15月 保育園 入園説明会　10：00～（須原地区館）

16火 健康教室（野尻地区館）

17水 肺がん検診　９：00～（村民体育館）

18木 肺がん検診　９：00～（村民体育館）
らくらく健康教室（野尻地区館）

19金 なんでも相談　13：00～（中央公民館）

20土
21日
22月
23火
24水

25木 乳がん検診　９：00～（保健センター）
らくらく健康教室（野尻地区館）

26金
27土 なんでも体験わくわく隊

28日
29月
30火 健康教室（野尻地区館）

1111月

※ 新型コロナウイルスの状況により中止になる可能性
があります。
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木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

11 月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
3日㈬ 王滝村診療所（王滝村） 48-2731
7 日㈰ 原内科医院（木曽町福島） 22-2678
14 日㈰ 芦沢医院（上松町） 52-2018
21 日㈰ 田沢医院（木曽町開田） 44-2008
23 日㈫ 古根医院（大桑村） 55-1188
28 日㈰ 大脇医院（上松町） 52-2023

村の人口
1,529 世帯

（前月比－３世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 ０ １ １
死　　　亡 ０ ３ ３
転　　　入 ２ ３ ５
転　　　出 ５ ４ ９
総　人　口
（前月比）

1,711
（－３）

1,795
（－３）

3,506
（－６） 

（10月１日現在・住民基本台帳登録人数）

表
紙
に
よ

て
せ

　
須
原
地
区
館
の
花
壇
に
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
は
日
本
本
土
か
ら
南
西
諸
島
や
台
湾
な
ど
へ
海
を

渡
っ
て
移
動
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
蝶
で
、
１
０
０
０
㎞
以
上
を
移

動
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
３
年
前
に
須
原
地
区
の
有
志
で
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
好
む
フ
ジ
バ

カ
マ
を
植
え
た
と
こ
ろ
、今
年
初
め
て
確
認
で
き
ま
し
た
。
３
年
間
、

草
刈
り
な
ど
花
壇
の
管
理
を
し
な
が
ら
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
飛
来
を

心
待
ち
に
し
て
い
た
有
志
の
皆
さ
ん
は
、
美
し
く
舞
う
姿
を
感
慨
深

く
眺
め
て
い
ま
し
た
。

9 /24・25　中学校  桑華祭

9 /24　小学校  遠足

9 /17　小学校  発電所見学

9 /３　くわっこ  陶芸ワークショップ

9月の
   できごと

発
行

／
大

桑
村

　
399-5503 長

野
県

木
曽

郡
大

桑
村

大
字

長
野

2778
　

　
　

　
　

　
　

TEL  0264-55-3080　
FAX  0264-55-4134

　
　

　
　

　
　

　
H  P  http://w

w
w

.vill.ookuw
a.nagano.jp/

　
　

　
　

　
　

　
m

ail  info@
vill.ookuw

a.nagano.jp
印

刷
／

木
曽

オ
ー

ル
プ

リ
ン

ト
株

式
会

社
広

報
お

お
く

わ
N
o.564

  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

令
和
３
年
10月

14日
発
行


